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毎年恒例の立木を守るコーナーでは牛乳パックとトイレットペーパーを交換毎年恒例の立木を守るコーナーでは牛乳パックとトイレットペーパーを交換

　

市
で
は
、
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ(

発
生
抑
制)

、
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ(

再
使
用)

、

Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ(

再
資
源
化)

の
３
つ
の
「
Ｒ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
環

境
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、「
立
木
を
守
る
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
処
理
困
難
物
の
特
別

回
収
コ
ー
ナ
ー
」
の
み
正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
３
Ｒ
／
環
境
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
催
し

テ
ー
マ
は
３
Ｒ
／
環
境
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
催
し

しぶかわ環境まつり第４回

◇
エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
、「
環
境
か
け
い
ぼ
班
」

「
小
野
池
班
」「
湧
水
班
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ご
み
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

　

小
学
生
以
下
が
対
象
の
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
紙

容
器
な
ど
を
利
用
し
た
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

エ
コ
マ
ー
ク
付
き
の
再
生
品
が
当
た
り
ま
す
。

◇
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
促
進
コ
ー
ナ
ー

　

マ
イ
バ
ッ
グ
普
及
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
渋
川
連
合
婦
人
会
」
が
、
ク
イ
ズ
に
正
解
し
た

人
に
、
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
微
生
物
の
力
で
排
水
口
な
ど
の
ぬ
め
り
や

詰
ま
り
を
解
消
し
、
防
臭
効
果
も
あ
る
「
魔
法
の

水
」
を
紹
介
し
、
配
布
し
ま
す
。

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
品
物
を
持
参
し
て
販
売
し

ま
す
。
価
格
は
、
自
由
に
交
渉
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
古
本
コ
ー
ナ
ー

　

資
源
ご
み
の
中
か
ら
集
め
た
本
を
、
次
の
条
件

で
差
し
上
げ
ま
す
。

①
１
冊
に
つ
き
10
円
を
募
金　

②
持
ち
帰
り
袋
を

各
自
持
参　

③
不
要
と
な
っ
た
時
は
資
源
ご
み
へ

発
生
抑
制
コ
ー
ナ
ー

環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
る
コ
ー
ナ
ー

再
使
用
コ
ー
ナ
ー

↖

ごみと遊ぼうコーナー
廃品を使って作られた大きなゲーム台で楽しく遊びます

荒天時のイベント中止の判断は、当日の午前７時30分に決定します。開催の確認は、
電話で環境課(☎㉒2114)へ問い合わせてください。

荒天の
場合は



3

◇
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー

　

資
源
循
環
型
の
構
築
を
図
る
た
め
、
市
で
は
、

菜
の
花
の
栽
培
と
有
効
利
用
で
「
菜
の
花
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、今
年
採
れ
た
菜
種
を
配
布
す
る
ほ
か
、

午
前
10
時
30
分
、
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
の

各
時
間
帯
に
１
０
０
本
菜
種
油
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

◇
立
木
を
守
る
コ
ー
ナ
ー

　

牛
乳
パ
ッ
ク
は
新
し
い
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
、
再

生
利
用
が
可
能
で
す
。
１
、
５
０
０
枚(

約
50
㌔

㌘)

の
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
樹
齢
25
年
の
樹
木
１
本

に
相
当
し
ま
す
。

　

今
年
は
環
境
ま
つ
り
で
樹
木
60
本
を
守
る
こ
と

を
目
標
に
、
重
量
１
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク(

30
枚)

を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
３
個
と
交
換
し
ま
す
。

(

一
人
21
個
ま
で
・
１
万
個
が
終
わ
り
次
第
終
了)

　

交
換
は
、
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

※
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
水
で
よ
く
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
、

開
い
て
束
ね
た
状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
持
ち

帰
り
用
の
袋
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
処
理
困
難
物
の
特
別
回
収
コ
ー
ナ
ー

❶
廃
タ
イ
ヤ
の
有
料
回
収

　

回
収
し
た
廃
タ
イ
ヤ
は
、
破
砕
さ
れ
、
炭
や
セ

メ
ン
ト
原
料
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
処
理
費

用
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
営
業
用
や
大

型
車
、
農
機
具
の
タ
イ
ヤ
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

❷
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
の
無
償
回
収

　

自
動
車
と
バ
イ
ク
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
対
象
で
す
。

事
業
で
扱
っ
て
い
る
も
の
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

❸
古
い
消
火
器
の
有
料
回
収

　

家
庭
に
あ
る
老
朽
化
し
た
消
火
器
を
回
収
し
ま

す
。
家
庭
用
消
火
器
の
使
用
期
限
は
５
年
間
ま
た

は
８
年
間
で
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
消
火
薬
剤
の
詰

め
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

回
収
は
、
家
庭
用
の
20
型
ま
で
が
対
象
で
、
税

込
み
費
用
は
１
本
１
、
０
０
０
円
で
す
。

　

持
参
の
際
は
安
全
の
た
め
、
消
火
器
の
取
り
扱

い(

レ
バ
ー
を
絶
対
に
握
ら
な
い
、
衝
撃
を
与
え

な
い
、
倒
さ
な
い)

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

分
別
収
集
で
回
収
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ガ
ラ
ス
容
器
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
紹
介
と

再
生
品
の
展
示
の
ほ
か
、
抽
選
で
再
生
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
実
演
コ
ー
ナ
ー

　

生
ご
み
を
素
早
く
処
理
す
る
「
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
」、
剪せ

ん

定て
い

し
た
枝
葉
を
破
砕
し
、
有
機
肥

料
な
ど
に
活
用
で
き
る
「
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
」
な
ど
を
展
示
、
実
演
し
、
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。(

当
選
者
は
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い)

　

抽
選
は
午
後
２
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

※
家
族
で
複
数
当
選
し
た
場
合
は
、
辞
退
し
て
も

ら
い
ま
す
。

■
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
図

る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
や
枝
葉
破
砕
機

を
購
入
し
た
世
帯
に
補
助
金(

上
限
２
万
円)

を

交
付
し
て
い
ま
す
。
堆
肥
化
容
器
に
対
す
る
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
課(

☎
㉒
２
１
１
４)

へ
。

◇
不
要
な
和
服
回
収
と
再
利
用
コ
ー
ナ
ー

〈
和
服
の
回
収
〉

　

古
く
て
着
ら
れ
な
い
ま
た
は
着
る
予
定
が
な
い

和
服
や
和
装
小
物(

帯
・
反
物
な
ど)

を
、
無
料

で
回
収
し
ま
す
。「
ご
み
と
し
て
出
す
に
は
忍
び

な
い
」「
燃
や
さ
ず
に
役
立
て
た
い
」
と
お
考
え

の
人
は
、
当
日
の
午
前
11
時
ま
で
に
和
服
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
回
収
し
た
和
服
の
配
布
〉

　

正
午
か
ら
お
分
け
し
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
募

金
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

衣
類
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
む
「
渋
川

市
く
ら
し
の
会
」
の
作
品
展
示
会
で
す
。

再
資
源
化
コ
ー
ナ
ー

↖

消火器の有料回収
古くなり、薬剤の詰め替
えができなくなった消火
器をお持ちください

実演コーナー
昨年生ごみ処理機が当たった
家族。今年の抽選会にぜひ、
参加してください

９月12日 しぶかわ環境まつり

廃
タ
イ
ヤ
の
回
収
処
理
費
用

12
イ
ン
チ
ま
で

１
０
０
円

13
〜
18
イ
ン
チ
ま
で

２
０
０
円

２
㌧
〜
４
㌧
車

３
０
０
円

※
一
本
当
た
り
の
税
込
み
費
用
で
す
。

環境まつりのテーマである「３Ｒ」について、８ページのシリーズ記事「守り育て未来につな
ぐ私たちの環境」で詳しく紹介しています。

３Ｒに
ついて
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９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　

９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が

各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
な
ど
を

配
布
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
は
、
10
月
１
日
現
在
の

世
帯
全
員
の
状
況
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

封
入
提
出
方
式
を
導
入
し
ま
し
た

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
世
帯
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
、
調
査

員
に
調
査
票
を
提
出
す
る
場
合
も
、

調
査
票
は
封
筒
に
入
れ
て
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
員
が
調
査
票
の
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票
の
提
出
方
法
が
選
べ
ま
す

　

調
査
票
を
調
査
員
に
提
出
す
る
か
、

郵
送
で
提
出
す
る
か
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
郵
送
で
提
出

す
る
場
合
は
「
郵
送
提
出
用
封
筒
」

に
入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
料
は
無
料
で
す
。

「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
を
！

　

国
勢
調
査
員
は
、
調
査
の
際
に
、

顔
写
真
入
り
の
「
国
勢
調
査
員
証
」

と
腕
章
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
勢
調
査
渋
川
市

実
施
本
部(

広
報
情
報
課
内
・
☎
㉒

２
１
２
８)

　

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
分
か
る
こ

と
の
一
つ
に
「
人
口
重
心
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
一
人

ひ
と
り
が
同
じ
重
さ
を
も
つ
と
仮

定
し
て
、
そ
の
地
域
内
人
口
の
重

さ
に
つ
い
て
の
重
心
と
な
る
点
を

い
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
日
本
の
人
口
重
心
は
、
岐
阜

県
の
関
市
に
あ
り
ま
す
。「
日
本

の
ま
ん
な
か
渋
川
市
」
と
「
人
口

の
へ
そ
」
は
か
な
り
離
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

人
口
重
心
は
、
市
町
村
ご
と
に

も
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
前

の
旧
市
町
村
の
人
口
重
心
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

　

新
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
国
勢

調
査
で
、
新
し
い
人
口
重
心
は
ど

こ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
国
勢
調
査
の
結

果
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
今
」
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
今
の
時
代
に
合

っ
た
施
策
や
、
未
来
に
つ
な
が
る

計
画
を
立
案
で
き
る
の
で
す
。

10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
国

勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調

査
は
、
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

と
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
５
年
に

一
度
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
22
年
国

勢
調
査
は
、
新
市
と
な
っ
て
初
め

て
の
国
勢
調
査
で
す
。
調
査
結
果

は
、
本
市
の
様
子
を
知
る
た
め
の

大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対象は全世帯の全市民

10月１日は国勢調査ですご協力
ください！

国
勢
調
査
で
分
か
る
『
へ
そ
』

国
勢
調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

旧伊香保町

旧渋川市

旧北橘村

旧赤城村旧子持村
旧小野上村

旧市町村名 人口重心

渋 川 市 市民会館南東約100m

伊香保町 湯沢水質管理センター北約87m

小野上村 小野上総合支所北西約1,200m

子 持 村 西組集落センター南西約65m

赤 城 村 赤城インター南西約450m

北 橘 村 北橘中学校敷地内

旧市町村別の人口重心
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下水道や合併浄化槽の役割

水環境を守りましょう

　私たちの生活が便利になるにつ

れて、家庭から流される汚濁物質

の量は増大し、川の自浄作用の限

界を大幅に超えています。この汚

れた水をきれいな水に戻すことが

下水道や合併浄化槽の役割です。

　トイレからの汚水処理だけを行

う単独浄化槽の家庭では、台所や

洗濯、風呂の水は、そのまま河川

などに流しています。その水には、

下水道や合併浄化槽で家庭の雑排

水すべてを処理した後の水と比べ

て、８倍もの汚れが含まれている

のです。

　市では、生活排水(汚水)をき

れいにするため、公共下水道や農

業集落排水施設、合併浄化槽の設

置などを行い、きれいな水環境の

保全と快適な生活環境の整備を進

めています。

  下水道施設の建設には、多額の

貴重な資金が投資されますが、下

水道施設を建設しただけでは事業

の効果は発揮されません。各家庭

などが下水道管
かん

渠
きよ

と接続し、汚水

が終末処理場で処理されることで、

水環境の保全、生活環境の改善を

効果的に図ることができ、初めて

下水道システムが効果を発揮する

ことになります。

　市では、下水道整備効果の早期

実現と下水道使用料収入による維

持管理費確保のために、下水道へ

の接続促進を強力に推進していま

す。

水洗化の促進／早期の接続を

　水洗化とは、一般にはくみ取り

便所を水洗便所に改造して下水道

に接続することですが、広い意味

では、各家庭などの台所や風呂等、

便所以外の排水を下水道に接続す

る意味にも用いられています。

　下水道法では、供用開始の公示

がなされた区域内の家庭などは、

水洗便所への改造と排水設備の設

置(管のつなぎ込み)が義務付けら

れています。同法に基づく履行期

限は、くみ取り便所の水洗便所化

については供用開始日から３年以

内、排水設備の設置については遅

滞なくと定められています。

　なお、市では、農業集落排水に

ついても、下水道に準じた水洗化

の促進をしています。

　市では、平成30年度末の汚水処理人口普及率90％を目指して、

下水道事業(下水道事業、農業集落排水事業、地域し尿処理施設

(コミュニティプラント)、合併浄化槽事業)を推進しています。

魚が住む河川の保全を

整備済みの地区の水路

(

水
洗
化
の
推
進
）

未
接
続
15
・
４
％

 (平成22年３月31日現在)

100%
90%

77.2%

 渋川市の人口　　８万5,091 人
 平成30年度目標　　汚水処理人口普及率
 汚水処理人口普及率
 供用開始区域内人口　　６万5,671人

61.8% 汚水処理率
 汚水処理人口　　5万2,597人

 水洗化済み

供用開始(下水道整備完了区域)

本市の水洗化の状況

９月10日は「下水道の日」／下水道 水から聞こえる ありがとう９月10日は「下水道の日」／下水道 水から聞こえる ありがとう(平成22年度標語)(平成22年度標語)

目標は30年度に90％の汚水処理人口普及率

下水道設備の有効利用で水環境を守りましょう下水道設備の有効利用で水環境を守りましょう

下水道に関する問い合わせは、

下水道課(☎㉒2120)へ。
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入
札
に
よ
り
畑
と
雑
種
地
８
物
件
を
売
却

公
売
保
証
金
を
納
付
す
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

入
札
日
時　

11
月
24
日
㈬
午
後
２
時

〜
２
時
20
分(
受
付
は
午
後
１
時
か

ら)と
こ
ろ　

県
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

(

県
前
橋
合
同
庁
舎
敷
地
内
・
前
橋

市
上
細
井
町)　

物
件
の
表
示
な
ど　

本
市
の
物
件
は

左
表
の
と
お
り

持
参
す
る
も
の　

公
売
保
証
金(

左

表
参
照)

、
印
鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が
「
畑
」
な
ど

農
地
物
件
の
買
受
希
望
者
は
、
公
売

当
日
に
「
買
受
適
格
証
明
書
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買
受
適

格
証
明
書
の
交
付
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
申
請
期
間
の
指
定
が
あ
り
、
申

請
か
ら
交
付
ま
で
に
お
お
む
ね
１
カ

月
を
要
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
農

不動産公売を県や他市町村と合同で行います不動産公売を県や他市町村と合同で行います

業
委
員
会
事
務
局(

☎
㉒
２
９
２
０)

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

売
却
決
定
日
時　

12
月
１
日
㈬
午
前

10
時

そ
の
他　

公
売
は
、
直
前
に
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
確
認
の

う
え
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
課
特
別
収
納
推

進
室(

☎
㉒
２
３
９
０)

へ
。

　

な
お
、
今
回
合
同
公
売
す
る
県
と

他
市
町
村
の
物
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

県
ま
た
は
各
市
町
村
担
当
に
直
接
問

い
合
わ
せ
る
か
、
当
該
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

入
札
は
、
公
売
保
証
金
を
納
付
す
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
市
単
独
で
は
な
く
、
県
お
よ
び
中
部
県
民
局

管
内
の
市
町
村
と
合
同
で
行
い
ま
す
。

公売する物件の表示など(本市の公売物件)

物件
番号 所在地

地目
・
種類

地積
床面積

最低公売
価額

公売
保証金

1 中郷 田 985㎡ 247万円 25万円

2 金井字逆川 雑種地 888㎡ 1,091万円 110万円

3 赤城町津久
田字中原 畑 1,765㎡ 112万円 12万円

4
赤城町上三
原田字北谷
戸前

田 合計
1,444㎡ 182万円 19万円

5 赤城町上三
原田字高井 田 合計

3,435㎡ 393万円 40万円

6
赤城町上三
原田字大師
堂

畑 1,171㎡ 173万円 18万円

7 川島字天神
原 畑 115㎡ 22万円 3万円

8 金井字発京 畑 450㎡ 675万円 68万円

▷前橋市＝収納課収納第二係(☎027-
898-6232)　▷伊勢崎市＝滞納整理課
(☎0270-24-5111)　▷榛東村＝税務
課(☎542211)　▷吉岡町＝財務課税務
室(☎543111)　▷玉村町＝税務課収税
室(☎0270-64-7704)　▷中部県税事
務所＝収納第一係(☎027-234-1800)
▷渋川行政県税事務所＝収納係(☎㉒
4050)

　国が実施する国道17号「渋川西バイパス」(上
信自動車道の一部となる区間)の整備に伴う渋
川都市計画道路(渋川西道路)が都市計画決定さ
れ、関係図書が次のところで縦覧できます。
　今後の予定として、渋川西道路は航空写真を
使って現地の地形図を作成します。

　なお、国道17号中村交差点から(主)渋川高崎
線までの一部区間の工事にも着手する予定です。
縦覧場所　市都市計画課(第二庁舎)、渋川土木
事務所(金井)、県都市計画課(県庁22階)
問い合わせ先  市都市計画課(☎㉒2073)または
県都市計画課(☎027-226-3654)

他市町村問い合わせ先

「渋川西バイパス」の整備に伴う都市計画道路が決定しました
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10
月
１
日
か
ら
薄
い
紫
色
に
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
を
９
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

〈
窓
口
交
付
を
希
望
す
る
場
合
〉

　

市
役
所
窓
口
で
の
直
接
交
付
を
希

望
す
る
人
は
、
９
月
８
日
㈬
ま
で
に

受
け
取
り
を
希
望
す
る
窓
口(

保
険

年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
９

月
17
日
㈮
か
ら
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
際
は
、
運
転
免
許

証
や
現
在
の
保
険
証
な
ど
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
任
意
継
続
〉

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
被
用
者
保

険
の
資
格
を
失
っ
た
場
合
、通
常
は
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
２
年

間
に
限
り
、
退
職
し
た
会
社
な
ど
の

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
継

続(

任
意
継
続)

す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を
、
市
が
直
接
聞
く
機
会
と

し
て
開
催
し
て
い
る
「
対
話
集
会
」
が
、
７
月
22
日
に
子
持

総
合
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
持
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
と
子

持
地
区
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
13
人
が
出
席
し
て
、
市
長

や
副
市
長
な
ど
と
懇
談
。
参
加
者
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
無
料
化
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
提
案
が
出
さ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

広
報
情
報
課)

す
。

対
象
者　

退
職
の
日
ま
で
に
２
カ
月

以
上
の
保
険
加
入
期
間
が
あ
る
75
歳

未
満
の
人

申
請
期
限　

退
職
後
20
日
以
内

　

詳
し
く
は
、
退
職
し
た
会
社
な
ど

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
被
用
者
保
険
の
扶
養
家
族
〉

　

家
族
に
被
用
者
保
険
の
加
入
者
が

い
る
場
合
、
収
入
な
ど
の
状
況
に
よ

り
、
そ
の
人
の
扶
養
家
族
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
の
勤

務
先
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
国
保
に
加
入
す
る

場
合
の
国
保
税
の
試
算
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課(

☎
㉒

２
４
６
１)

ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
へ
。

国保の保険証が更新されます国保の保険証が更新されます

　(財)群馬県市町村振興協会では、
市町村振興宝くじ(サマージャンボ宝
くじ)の交付金を財源として、自治会
などの活動に必要な施設整備や備品
整備などに対し助成を行っています。
　このたび、この助成を受けて、赤
城地区全自治会の集会施設にホワイ
トボードが設置されました。

（赤城総合支所市民福祉課）

　

国
民
健
康
保
険(

国
保)

の
保
険
証
が
10
月
１
日
㈮
か
ら
新
し
く

な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
一
般
被
保
険
者
、
退
職
被
保
険
者

と
も
に
「
薄
い
紫
色
」
で
、
退
職
被
保
険
者
の
保
険
証
に
は
、
退
の

文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
に
各
世
帯
主
あ
て
に
簡
易

書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
現
在
の
保
険
証
は
、
10
月
１
日
以
降
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
の

健
康
保
険
の
手
続
き
に
つ
い
て

宝
く
じ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

赤城地区自治会の集会施設にホワイトボードを設置

子持地区で子持地区で

「対話集会」「対話集会」

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 18

「
３
Ｒ
」っ
て
何
？
〜
ご
み
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
〜

３
つ
の
「
Ｒ
」
と
は
？

　

３
Ｒ
は
、
次
の
３
つ
の
英
単
語

の
頭
文
字
を
表
し
て
い
ま
す
。

①R

リ

デ

ュ

ー

ス

ed
u
ce

＝
発
生
抑
制

必
要
な
い
も
の
、
ゴ
ミ
に
な
り
そ

う
な
も
の
は
買
わ
な
い
・
使
わ
な

い
こ
と

例
：
マ
イ
箸
・
マ
イ
水
筒
・
マ
イ

バ
ッ
グ
の
利
用
、
詰
め
替
え
商
品

の
利
用
、
生
ご
み
処
理
機
の
活
用

な
ど

②R

リ

ユ

ー

ス

eu
se

＝
再
使
用

使
用
済
み
に
な
っ
て
も
、
そ
の
中

で
も
う
一
度
使
え
る
も
の
は
ご
み

と
し
て
廃
棄
し
な
い
で
再
使
用
す

る
こ
と

例
：
牛
乳
ビ
ン
・
ビ
ー
ル
ビ
ン
な

ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
、
サ
イ

ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
服
や
使
わ

な
く
な
っ
た
も
の
を
人
に
譲
っ
た

り
す
る
こ
と
な
ど

③R

リ

サ

イ

ク

ル

ecycle

＝
再
生
利
用

再
使
用
が
で
き
な
い
も
の
、
ま
た

は
再
使
用
さ
れ
た
後
に
廃
棄
さ
れ

た
も
の
で
も
、
再
生
資
源
と
し
て

利
用
す
る
こ
と

例
：
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
カ
ン
・
ビ

ン
・
古
紙
類
な
ど
を
分
別
し
、
回

収
に
出
す
な
ど

３
つ
の
Ｒ
の
優
先
順
位
が
重
要

　

重
要
な
の
は
、
こ
の
３
つ
の
Ｒ

の
優
先
順
位
で
す
。

　

お
そ
ら
く
、
３
つ
の
Ｒ
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
る
人
が
一
番
多
い

も
の
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
優
先
順
位
は
、
３
つ
の

Ｒ
の
中
で
一
番
最
後
。
い
わ
ば
最

終
手
段
な
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
み
に
な
る
も
の
を

消
費
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

で
す
か
ら
、
最
も
優
先
し
た
い
も

の
は
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」。
買
っ
た

も
の
を
す
ぐ
に
使
わ
な
く
な
っ
た

り
、
捨
て
た
り
す
る
こ
と
は
、
ご

み
を
増
や
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

も
の
を
つ
く
っ
た
り
、
買
っ
た
り

す
る
と
き
か
ら
「
ご
み
を
増
や
さ

な
い
」「
ご
み
を
減
ら
す
」
と
い

っ
た
意
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
優
先
し
た
い
も
の
が
、「
リ

ユ
ー
ス
」。
捨
て
て
し
ま
う
前
に

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
っ
た
ら

同
じ
も
の
を
何
度
も
使
う
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

身
近
な
生
活
に
直
結
し
た
取
り

組
み
は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
ご
み

を
増
や
さ
な
い
」「
ご
み
を
減
ら

そ
う
」と
い
っ
た
心
掛
け
を
も
ち
、

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆

さ
ん
も
こ
の
３
つ
の
Ｒ
を
念
頭
に

置
い
て
、ご
み
の
削
減
に
向
け
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

(

環
境
課)

　９月12日(日)に開催
する「しぶかわ環境ま
つり」のテーマ「３

スリーアール

Ｒ」。
皆さんもどこかで聞いた
ことがあるのではないで
しょうか。
　これまでのような、「大
量生産・大量消費・大量
廃棄」をやめて、限りあ
る地球の資源を有効に繰
り返し使う「循環型社会」
をつくるための重要な取
り組みが３Ｒです。

日常生活に３Ｒ
の心掛けをもつ

マイ水筒の持参でエコな生活を

しぶかわ環境まつりのフリーマーケット
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隔月連載

隔月連載

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 15

子どもから目を離すことができず、集中して
学習することがとても難しい現状です。
　そこで市では、一部のセミナーや講座に臨
時保育室を設置しています。また、離乳食講
習会などの子育てに関する講座だけでなく、
そのほかの講座にも、子育て中の親が参加で
きるように環境整備を進めています。
　臨時保育室を設置することにより、親は子

　市が開催するセミナーや講座の中には、子
育てに関するもの、子育て中の人たちが参加
したいと希望するものが多くあります。
　子育てのために、また、親自身が一人の人
間として人生を歩んでいくためにも、セミナ
ーや講座に参加し、学ぶことは重要です。
　しかし、子育てには、24時間休みがあり
ません。特に、親は、子どもが小さい時期は、

どもを預け、安心してセミナーや講座へ参加
することができ、気持ちをリフレッシュして、
再び子どもと関わっていくことができます。
　また、子どもたちは、臨時保育室のスタッ
フに見守られ安心して過ごすことができ、子
ども同士のふれあいを楽しむことで、子ども
たちの世界を広げる機会となります。

(市民生活課)

臨時保育室の設置で親子を支援

質
問
①　

な
ぜ
、
伊
香
保
に
徳
冨
蘆

花
記
念
文
学
館
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

明
治
31
年
に
徳
冨
蘆
花
が
伊
香
保

温
泉
を
訪
れ
、
後
に
小
説
「
不ほ

と

と

ぎ

す

如
帰
」

の
中
に
伊
香
保
の
こ
と
を
多
く
書
き
、

伊
香
保
温
泉
が
有
名
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平
成
元

年
に
建
て
ま
し
た
。

質
問
②　

展
示
品
の
数
は
い
く
つ
あ

り
ま
す
か
？

　

常
設
展
示
室
に
は
、
１
９
４
点
展

示
し
て
あ
る
ほ
か
、
収
蔵
庫
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

質
問
③　

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館
で

は
、
い
つ
も
お
茶
を
た
て
て
く
れ
る

の
で
す
か
？

　

徳
冨
蘆
花
が
昭
和
２
年
９
月
18
日

に
伊
香
保
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

18
日
を
月
命
日
と
し
て
「
追
悼
茶
会
」

を
年
に
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時(

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で)　

休
館
日　

年
中
無
休(

12
月
25
日
〜
29

日
は
除
く)

入
館
料　

▽
大
人
＝
３
５
０
円(

団
体

３
０
０
円
）　

▽
小
・
中
・
高
校
生
＝

２
０
０
円(

団
体
１
５
０
円
）　

▽
未

就
学
児
＝
無
料　

※
団
体
割
引
は
20
人
以
上
。

利用案内

伊香保を10回訪れた

蘆花の遺品等を紹介

【問い合わせ先】
徳冨蘆花記念文学館
☎722237

伊香保小学校
６年
森田拓夢くん

スタッフに見守られる子どもたちスタッフに見守られる子どもたち

豆記者がインタビュー③／徳冨蘆花記念文学館



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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たちばな元気な子どもクラブの「トランポリン教室」
41人の子どもたちがコツをつかみトランポリンを楽しむ

　８月９日に橘小学校で開催され

た北橘公民館主催のトランポリン

教室。41人の子どもたちが、県

トランポリン協会渋川支部の皆さ

んの指導で、トランポリンに挑戦。

慣れないトランポリンに苦戦する

も、指導者の「コツは真っすぐ前

を見て飛ぶこと」をヒントにして、

次第に上達。最後には、楽しそう

に高くジャンプをしていました。

普段とは違う視界が広がります

新しい石段の前でフラ
を披露（左）　生バンド
で盛り上がるフラ参加
者（右上）　子どもたち
によるフラ発表（右下）

　伊香保温泉街で７月31日から８月４日に開催された「伊香保ハワ
イアンフェスティバル」。期間中は、全国各地からフラ愛好家らが集
結し、石段街では217チームがフラダンスを披露。特設ステージでは、
ハワイのフラ競技会推薦チームによるショーや生バンド演奏に合わ
せた踊りなどが披露され、温泉街は昼夜“熱く”盛り上がりました。

「第14回伊香保ハワイアンフェスティバル」開催
温泉街が南国ムード一色に染まった“熱い”５日間



Photo Topics
Photo Topics
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津久田小学校を会場に「親と子のワクワク料理教室」
「食」の楽しさを料理作りを通して知ろう

　８月９日、津久田小学校で「ワ

クワク料理教室」が行われました。

料理を作りながら「食」に興味を

もってもらうことがこの教室の目

的。約30人の親子が、オムライ

スや手作りソーセージなど４品に

挑戦しました。子どもたちは率先

してお手伝い。親子で協力して作

った料理の出来栄えに、「私がつく

ったの」と誇らしげな様子でした。

おいしい料理のために下ごしらえ

音の配列などハーモニ
カ演奏の基本を説明す
る講師の柳田さん（左）
講師の指導を受けなが
ら合奏する参加者（右）

　小野上公民館で、今年度５回にわたって開催される「ハーモニカ教
室」。この教室の参加者13人は、30歳代から70歳代と幅広く“60年
ぶりにハーモニカを吹いた”と昔を懐かしむ声も。２回目の開催とな
った８月12日、参加者は講師の指導を受けながら「故

ふる

郷
さと

」などを合
奏し、会場は、ハーモニカの優しく心地よい音色に包まれていました。

小野上公民館で「ハーモニカ教室」
優しい音色に昔を懐かしみながら“ドレミファソ”



　いずれも申込・問い合わせは赤城総合支所経
済建設課（☎569250）へ。
〈おなめ（なめみそ）とうどんと豆腐作り〉
●とき・内容　▷10月12日（火）午前９時～午後
４時（おなめの麹作り、うどん打ち）　▷10月13
日（水）午前９時～午後４時（おなめの麹作り、豆
腐作り）　▷10月14日（木）午前９時～午後１時
（おなめの仕込み）　※日程は３日間。　●とこ
ろ　赤城農畜産物加工研修所（赤城町北上野）　
●定員　10人（先着順）　●参加料　2,000円～

3,000円程度（材料費・当日集めます）　●持参
するもの　エプロン、三角きん、ゴム手袋　●申
込期限　10月１日（金）
〈そば・うどん打ちと赤城自然園散策〉
●とき　10月16日（土）午前９時～午後５時　
●ところ　赤城保健センター、赤城自然園（移動
は市マイクロバス）　●定員　20人（先着順）　
●参加料　2,000円～3,000円程度（材料費・当
日集めます）　●持参するもの　エプロン、三角
きん、ゴム手袋　●申込期限　10月６日（水）

加工体験参加者募集加工体験参加者募集
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

募　

集

募　

集

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
企
画

課
内
） 

☎
㉒
２
３
９
６いろいろな国の人と食事や会話を楽しもう！

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
25
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
２
時（
午
前
10
時
受
付

開
始
・
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

総
合
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
場

内
容　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ゲ
ー
ム

ほ
か

定
員　

70
人
程
度

参
加
費　

▽
小
学
生
＝
３
０
０
円

▽
外
国
人
お
よ
び
中
学
生
＝
５
０

０
円　

▽
一
般（
高
校
生
以
上
）＝

８
０
０
円（
協
会
員
は
５
０
０
円
）

申
込
方
法　

電
話
で
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
へ

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈮

そ
の
他　

当
日
、
運
営
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
募
集
し
ま
す

　

詳
し
く
は
、
事
務
局
へ
。

文
化
財
見
学
会

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２

と
き  

10
月
８
日
㈮
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　

北
橘
総
合
支
所
玄
関

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

栃
木
県
し
も
つ
け
風
土
記

の
丘
資
料
館
、
下
野
国
分
寺
、
下

野
国
分
尼
寺
な
ど
を
見
学

※
資
料
館
は
黒
井
峯
遺
跡
、
中
筋

遺
跡
の
資
料
が
貸
出
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

32
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

無
料（
見
学
料
・
昼
食

な
ど
は
各
自
負
担
）

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
財
保
護

課
へ

申
込
期
限　

９
月
15
日
㈬

よ
り
良
い
親
子
関
係
講
座

あ
か
ぎ
診
療
所 

☎
56
２
２
２
０

と
き
・
内
容　

別
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー（
旧
渋
川
第
二
幼
稚
園
）

講
師　

斎
藤
昌
昭（
あ
か
ぎ
診
療
所

長
）

対
象
者　

な
る
べ
く
毎
回
出
席
で

き
る
人

定
員　

12
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

※
申
込
人
数
が
少
な
い
と
き
は
、

開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　

４
、
０
０
０
円（
教
科
書

代
）

※
本
講
座
の
教
科
書
を
持
っ
て
い

る
人
は
無
料
。

申
込
方
法　

電
話
で
あ
か
ぎ
診
療

所
へ

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈮

そ
の
他　

託
児
あ
り

（別表）　 より良い親子関係講座日程と内容
回 と　　き 内　　　　　　　容
第１回

平
成
22
年

10月２日㈯
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

民主的子育てとは？
第２回 10月16日㈯ 子どもを理解する！①
第３回 11月６日㈯ 子どもを理解する！②
第４回 12月４日㈯ 勇気ある子どもに育てる！①
第５回 12月18日㈯ 勇気ある子どもに育てる！②
第６回

平
成
23
年

１月22日㈯ 責任感の強い子どもに育てる！①
第７回 ２月５日㈯ 責任感の強い子どもに育てる！②
第８回 ２月19日㈯ 協力を教えよう！①
第９回 ３月５日㈯ 協力を教えよう！②
第10回 ３月19日㈯ ファミリーミーティングとまとめ



危険物取扱者保安講習会
渋川地区危険物安全協会事務局
（消防本部予防課）☎㉕4193

●とき　▷第１回＝９月28日（火）午後１時
30分～４時30分　▷第２回＝９月29日（水）
午前９時30分～午後０時30分　▷第３回＝
９月29日（水）午後１時30分～４時30分　
※いずれか１回を受講。
●ところ　市民会館小ホール
●対象者　危険物製造所などで危険物取扱
者免状を有し、現在危険物の取扱い作業に従
事している人で、次に該当する人
①平成20年３月31日までに免状の交付また
は保安講習を受け、引き続き危険物の取扱い
作業に従事している人　
②平成21年４月１日以降、新たに危険物の
取扱い作業に従事している人（平成21年４
月１日以降に危険物取扱者免状の交付を受
けている人を除く）
※受講しない場合は、免状の返納を命ぜられ
ることがあります。
●申込方法　申請書（4,700円分の県証紙を
張ったもの）、免状を持参し、渋川地区危険物
安全協会事務局へ
●申込期間　９月13日（月）～22日（水）午前
８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日を除
く）
●問い合わせ先　渋川広域消防本部予防課
または県危険物安全協会連合会（☎027－
255－6158）へ
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

９
月
26
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

９
月
９
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ  

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／
御
蔭
）

〈
10
月
の
休
館
日
〉

４
日
㈪
、
12
日
㈫
、
13
日
㈬
、
18

日
㈪
、
25
日
㈪

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

９
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
総
合

公
園
の
自
由
広
場
と
体
育
館
を
無

料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

９
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

公
民
館

公
民
館

ビ
ー
ズ
ア
ー
ト

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

９
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中

央
公
民
館
内
）

内
容　

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
エ
レ
ガ

ン
ト
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す

講
師　

加
藤
智
恵
子
さ
ん（
金
井
）

定
員　

16
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

１
、
０
０
０
円（
材
料
費

・
９
月
21
日
㈫
ま
で
に
窓
口
へ
）

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

９
月
13
日
㈪
〜
15
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

普段使いのアクセサリーに

秋
の
寄
せ
植
え

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

９
月
28
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中

央
公
民
館
内
）

内
容　

四
角
い
コ
ン
テ
ナ（
器
）に

葉
や
花
の
苗
を
秋
を
感
じ
る
色
合

い
に
植
え
込
み
ま
す

講
師　

荒
牧
真
理
さ
ん（
前
橋
市
）

定
員　

16
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

１
、
５
０
０
円（
材
料
費

・
９
月
21
日
㈫
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

ビ
ニ
ー
ル
袋
、５

０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空

き
容
器
、よ
ご
れ
て
も
よ
い
服
装

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

９
月
13
日
㈪
〜
15
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時



広告募集中
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

百
人
一
首
を
学
ぶ

子
持
公
民
館 

☎
㉒
７
７
８
０

と
き　

11
月
10
日
㈬
、
24
日
㈬
、

12
月
８
日
㈬
、
22
日
㈬
、
平
成
23

年
１
月
12
日
㈬
、
26
日
㈬
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

子
持
公
民
館

内
容　

百
人
一
首
の
和
歌
や
作
者
、

時
代
背
景
な
ど
を
学
ぶ

講
師　

内
田
民
之
さ
ん（
前
橋
市
）

対
象
者　

成
人

定
員　

30
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
限　

10
月
22
日
㈮

手
作
り
グ
ラ
ス
ア
ー
ト

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

９
月
29
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館（
第
二
庁

舎
）

内
容　

バ
ラ
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

を
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
に
作
り
ま

す講
師　

神
山
尚
子
さ
ん（
高
崎
市
）

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

１
、
２
０
０
円（
材
料
費

・
９
月
24
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

油
性
サ
イ
ン
ペ

ン
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

９
月
13
日
㈪
〜
15
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
15
日
㈬
は
正
午
ま
で
）

大切な写真を手作りで飾りませんか

野
外
撮
影
カ
メ
ラ
教
室

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

９
月
30
日
㈭
午
前
８
時
出

発（
午
後
６
時
帰
着
予
定
）

集
合
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎
西

側
駐
車
場

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

新
潟
県
方
面（
八
海
山
ほ

か
）に
出
向
き
、
野
外
撮
影
を
中

心
に
実
践
で
カ
メ
ラ
の
撮
り
方
を

学
び
ま
す

講
師　

小お

畑ば
た

典の
り

章あ
き

さ
ん（
渋
川
／

坂

下
町
）

定
員　

19
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

８
０
０
円（
保
険
料
な
ど

・
９
月
24
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
）

※
昼
食
は
自
己
負
担
。

持
参
す
る
も
の　

カ
メ
ラ（
一
眼

レ
フ
タ
イ
プ
）、
三
脚

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間  

９
月
13
日
㈪
〜
15
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
15

日
㈬
は
正
午
ま
で
）

そ
の
他　

当
日
撮
影
し
た
写
真
の

講
評
会
を
10
月
13
日
㈬
午
後
６
時

30
分
か
ら
行
い
ま
す

図
書
館

図
書
館

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

９
月
19
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
悪
魔
と
天
使
」（
監
督
：

ロ
ビ
ー
・
ヘ
ン
ソ
ン
／

主
演
：
エ

ド
ワ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ロ
ン
グ
／

２

０
０
６
年
・
ア
メ
リ
カ
映
画
）

入
場
料　

無
料



　２歳未満（受付時点）の子ども　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんのは１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、広報情報課（〒の写真を添えて、広報情報課（〒
377-8501・石原80）へ。377-8501・石原80）へ。
※このコーナーは市ホームペー※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。ジには掲載しません。

笑
顔元気

笑
顔元気笑顔元気

♠紹介します♥

●とき　10月24日（日）午後１時30分～３時
●ところ　渋川ほっとプラザ４階大会議室　
●内容　▷講演＝「小説の中の『超然』」　▷サ
イン会　※講演会のテキストとして「妻の超
然」（新潮社・９月末刊行予定）を使用します。
●講師　絲

い と

山
や ま

秋子さん（作家・高崎市に在住･
平成18年「沖で待つ」で芥川賞受賞）
●入場料　無料
●参加方法　当日会場へ

著者を囲む会著者を囲む会 市立図書館　☎㉒0644

写真募集中
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子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

９
月
11
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ボ
ク

の
ヒ
ー
ロ
ー
」「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔

法
の
ラ
ン
プ
」「
け
ん
か
し
た
牛
」

「
ね
ず
み
の
嫁
い
り
」

入
場
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

９
月
18
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
月
の
雫
の
首

飾
り
」「
し
ら
な
い
ま
ち
」　

▽
紙
芝
居
＝
「
ね
ぼ
す
け
こ
び

と
」

入
場
料　

無
料

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４組み合わされた模様が魅力です

と
き　

９
月
８
日
㈬
〜
29
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
６
時（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
・
月

曜
日
、
21
日
㈫
は
休
館
）

と
こ
ろ　

１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

内
容　

松
村
美
津
江
さ
ん（
金
井
）

ほ
か
が
制
作
し
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

（
バ
ッ
グ
な
ど
）の
作
品
展
示

「
秋
の
特
別
整
理
」の
た
め

休
館
し
ま
す　
　
　
　
　

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

　

図
書
館
の
資
料
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
り
点
検
を
行
い
、
所
在

不
明
、
延
滞
さ
れ
て
い
る
資
料
の

確
認
や
傷
ん
だ
資
料
の
修
理
な
ど

を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館

し
ま
す
。

　

な
お
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

も
資
料
の
点
検
を
行
い
ま
す
の
で
、

整
理
期
間
中
の
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

休
館
期
間　

９
月
30
日
㈭
〜
10
月

７
日
㈭

そ
の
他　

返
却
は
、
返
却
ボ
ッ
ク

ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い



掲示板 市以外のお知らせ

　県商工会連合会では、11月１日および平成23年
４月１日採用の職員（特別補助員）を募集します。
●職種　県商工会連合会での研修（２年間）を終了
後、経営指導員として県内の商工会で勤務　●採
用人員　若干人　●受験資格　高校・短大・大学
卒業者（平成23年３月卒業見込者を含む）で、平成
23年４月１日現在、30歳以下の人　●試験科
目　教養試験、専門試験、論文試験　●第１次試
験日・会場　９月26日（日）午前９時から・県商工

会連合会（県商工連会館・前橋市関根町）　●申込
方法　申込用紙（最寄りの商工会にあります）に必
要事項を記入し、県商工会連合会へ持参または郵
送　※試験要領、申込用紙は県商工会連合会ホー
ムページ（http://www.gcis.or.jp/）から印刷するこ
とができます。　●申込期限　９月15日（水）（必
着）
　詳しくは、県商工会連合会（☎027－231－9
779）へ。
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店
街
振
興
組
合（
月
〜
金
曜
日
・
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
・
☎
㉓
８
０

６
６
）へ
。

案内
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
賞
金　

▽
１
等
＝
１
億
５
、
０

０
０
万
円　

▽
２
等
＝
１
、
０
０
０

万
円　

▽
そ
の
他
＝
４
等
以
下
の

少
額
賞
金
あ
り　

●
発
売
期
間　

９
月
27
日
㈪
〜
10
月
19
日
㈫　

●
抽

せ
ん
日　

10
月
26
日
㈫　

●
問
い

合
わ
せ
先　

㈶
県
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
０
２
７

－

２
９
０

－

１
３
５
０
）

募集
さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験

参
加
者

●
と
き　

10
月
３
日
㈰
午
前
11
時

〜
午
後
１
時　

●
と
こ
ろ　

あ
ぐ

り
農
園（
赤
城
町
勝
保
沢
地
内
）　

●
内
容　

い
も
掘
り
体
験（
す
い
と

ん
食
べ
放
題
の
昼
食
付
き
）　

●
参

加
料　

▽
３
歳
以
上
＝
一
人
５
０

０
円（
３
歳
未
満
無
料
）　

▽
中
学

生
以
上
＝
一
人
１
、
０
０
０
円　

●
持
参
す
る
も
の　

軍
手
、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装　

●
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先　

電
話
で
お
ふ
く
ろ
亭（
☎
56

販売
渋
川
市
赤
城
商
工
会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

渋
川
市
赤
城
商
工
会
で
は
、
１

セ
ッ
ト（
５
０
０
円
券
・
22
枚
）１

万
円
で
１
万
１
、
０
０
０
円
分
、

赤
城
地
区
内
の
参
加
登
録
店
で
利

用
で
き
る
、
お
得
な
商
品
券
を
数

量
限
定
で
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
開
始
日　

９
月
26
日
㈰
午

前
10
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

●
販
売
場
所　

赤
城
商
工
会
館（
赤

城
総
合
支
所
敷
地
内
）　

●
販
売
数

１
、
０
０
０
セ
ッ
ト（
一
人
５
セ
ッ

ト
ま
で
）　

●
対
象
者　

16
歳
以
上

の
人　

●
商
品
券
有
効
期
間　

10

月
１
日
㈮
〜
平
成
23
年
１
月
31
日

㈪　

●
問
い
合
わ
せ
先　

赤
城
商

工
会（
☎
56
３
２
２
３
）

募集
渋
川
駅
前
通
り
第
18
回

歩
行
者
天
国
参
加
者

　

10
月
24
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
の
間
に
行
わ
れ
る
渋

川
駅
前
通
り
歩
行
者
天
国
の
イ
ベ

ン
ト（
歌
、
踊
り
、
演
奏
）な
ど
に

参
加
す
る
人
や
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者（
出
店
料
１
、
０
０
０

円
）も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
駅
前
通
り
商

２
２
３
９
）ま
た
は
赤
城
総
合
支
所

経
済
建
設
課（
☎
56
９
２
５
０
）へ

案内
地
価
評
価
等
無
料
相
談
会

　

県
お
よ
び
㈳
群
馬
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
で
は
「
地
価
評
価
等
無

料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

10
月
１
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

●
と
こ
ろ　

市
役

所
第
二
庁
舎　

●
問
い
合
わ
せ
先

県
土
地
・
水
対
策
室（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
６
６
）ま
た
は
㈳
群

馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会（
☎
０
２

７

－

２
４
３

－

３
０
７
７
）

募集
自
衛
隊
学
生

〈
防
衛
大
学
校（
一
般
）学
生
〉

●
受
験
資
格　

高
校
卒
業（
見
込

含
む
）の
21
歳
未
満
の
人　

●
試

験
日　

11
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

〈
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
〉

●
受
験
資
格　

高
校
卒
業（
見
込

含
む
）の
21
歳
未
満
の
人　

●
試

験
日　

10
月
30
日
㈯
、
31
日
㈰　

※
申
込
期
間
は
、
各
試
験
と
も
９

月
６
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈮
。

　

詳
し
く
は
、
前
橋
募
集
案
内
所

（
☎
０
２
７

－

２
３
３

－

８
９
６

０
）へ
。

商工会職員（特別補助員）を募集します/採用は11月１日・平成23年４月１日



満80歳以上で満80歳以上で
歯が20本以上歯が20本以上
の元気な群馬の元気な群馬
県民を募集！県民を募集！

群馬県8020運動
の達成者表彰

　80歳になっても20本
の自分の歯を保つことを
目標とする「8

ハチマルニイマル

020運動」。
　（社）群馬県歯科医師会
では、歯と口の健康の重
要性を啓発し、歯科保健
水準を向上させることを
目的に8020達成者を募集
し、表彰します。
応募資格　県内に住所が
ある、満80歳以上の人（昭
和５年８月31日以前生ま
れ）
応募条件　現在、自分自
身の歯が20本以上で、歯
肉および全身の健康状態、
口腔清掃状況が良好な人
応募方法　かかりつけの
歯科医院に相談してくだ
さい（歯科医師が口腔審査
のうえ、応募用紙を作成
します）
※かかりつけの歯科医院
のない人は、群馬県歯科
医師会に連絡すると、渋
川地区歯科医師会の担当
医を紹介します。
審査方法　応募用紙によ
り書類審査を行い、8020
達成者を選出
応募期限　９月30日（木）
問い合わせ先　かかりつ
けの歯科医院または（社）
群馬県歯科医師会（☎027-
252-0391）、県保健予防
課（☎027-226-2606）
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健康インフォメーション

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

対
象
は
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

必
ず
受
診
し
健
康
な
体
で

入
学
式
を
迎
え
ま
し
ょ
う

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い

ま
す
。
こ
の
健
康
診
断
は
、
入
学
前
の

お
子
さ
ん
が
専
門
医
師
の
診
察
を
受

け
て
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
行
い
、

心
身
と
も
に
健
康
で
入
学
す
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

該
当
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
「
就

学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」、「
就
学

時
健
康
診
断
票
」、「
健
康
お
よ
び
家
庭

状
況
調
査
票
」
を
配
布
し
ま
す
。
書

類
の
配
布
方
法
は
、
原
則
と
し
て
渋

川
地
区
は
郵
送
、そ
の
ほ
か
の
地
区
は
、

お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
幼
稚
園
・
保

育
園
を
通
し
て
配
布
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
書
類
で
健
診
の
日
時
・
場
所
な

ど
を
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
該
当
者
で
書
類
が
届
か
な
い

と
き
や
病
気
な
ど
で
健
診
日
に
受
け

ら
れ
な
い
と
き
な
ど
は
、
必
ず
学
校

教
育
課（
☎
㉒
２
１
２
１
）へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

健
診
日
程　

下
表
の
と
お
り

受
診
該
当
者　

平
成
16
年
４
月
２
日

〜
17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

持
参
す
る
も
の　

就
学
時
健
康
診
断

の
お
知
ら
せ
、
就
学
時
健
康
診
断
票
、

健
康
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
票（
調
査

票
な
ど
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）、
母
子
健
康
手
帳
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
上
ば
き（
小
学

校
が
会
場
の
場
合
）

注
意
事
項　

①
耳
あ
か
を
よ
く
と
り
、

体
を
清
潔
に
し
て
き
て
く
だ
さ
い

②
健
康
診
断
に
は
内
科
健
診
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
が
着
脱
の
し
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

③
受
付
時
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、

保
護
者
と
お
子
さ
ん
は
必
ず
一
緒
に
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い　

④
各
会
場
と

も
駐
車
場
が
足
り
な
い
た
め
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
か
、
乗

り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

平
成
23
年
度
入
学　

就
学
時
健
康
診
断
日
程
表

学
校
名

会
場
名

実
施
日

（
10
月
）

受
付
時
間

（
午
後
）

渋
川
北
小
学
校

渋
川
北
小
学
校

12
日
㈫

０
：
40
〜
１
：
00

渋
川
南
小
学
校

渋
川
南
小
学
校

20
日
㈬

１
：
00
〜
１
：
10

金
島
小
学
校

金
島
小
学
校

5
日
㈫

０
：
40
〜
０
：
55

古
巻
小
学
校

古
巻
小
学
校

6
日
㈬

０
：
30
〜
０
：
50

豊
秋
小
学
校

豊
秋
小
学
校

13
日
㈬

０
：
40
〜
１
：
00

渋
川
西
小
学
校

渋
川
西
小
学
校

14
日
㈭

１
：
00
〜
１
：
15

伊
香
保
小
学
校

伊
香
保
小
学
校

8
日
㈮

１
：
00
〜
１
：
20

小
野
上
小
学
校
小
野
上
保
健
セ
ン
タ
ー

18
日
㈪

１
：
00
〜
１
：
10

上
白
井
小
学
校

長
尾
小
学
校

20
日
㈬

０
：
40
〜
１
：
00

中
郷
小
学
校

長
尾
小
学
校

三
原
田
小
学
校

刀
川
小
学
校

18
日
㈪

０
：
50
〜
１
：
00

刀
川
小
学
校

津
久
田
小
学
校

南
雲
小
学
校

橘

小

学

校

橘

小

学

校

1
日
㈮

０
：
50
〜
１
：
00

橘
北
小
学
校

橘
北
小
学
校

4
日
㈪

０
：
50
〜
１
：
00



介護予防講演会
のご案内

いつまでもいつまでも
楽しく元気に楽しく元気に
暮らすために暮らすために
　市では、物事を前向
きにとらえ、勇気（困難
を克服する活力）が身に
付く考え方や会話など
のコツについての講演
会を開催します。
とき　10月７日（木）午
後１時30分～３時（午
後１時受付開始）
ところ　北橘公民館３
階
演題　「～こころの健康
～勇気づけを体験して
みましょう！」
講師　斎藤昌昭（市国保
あかぎ診療所長）
対象者　市内在住の人
参加料　無料
申込方法　電話で高齢
福祉課（☎㉒2116）へ
申込期限　９月30日
（木）
※40歳以上の参加者に
元気ポイント２ポイン
トを差し上げます。

食改推の骨
こ つ

コツ健康料理教室／乳製品を使った料理で骨粗しょう症を予防
　市食生活改善推進員連絡協議会（食
改推）では、骨粗しょう症の予防を目的
に健康料理教室を開催します。
とき・ところ・申込期限　右表のとおり
時間　各日程とも午前９時30分～午後
１時（午前９時受付開始）
内容　骨を丈夫に保つ食生活に関する
講話と乳製品を使用した調理の実習
対象者　市内在住・在勤で健康に関心

がある人
定員　各回とも30人（先着順）
参加料　300円（材料費・当日集
めます）
持参するもの　エプロン、三角き
ん、筆記用具
申込方法　電話か直接渋川保健セ
ンター（☎㉕1321）または各地区
の食生活改善推進員へ

骨コツ健康料理教室日程
とき ところ 申込期限

10
月
７日㈭ 渋川ほっとプラザ ９月24日㈮

26日㈫ 小野上保健センター 10月15日㈮

11
月

２日㈫ 北橘保健センター
10月22日㈮

５日㈮ 赤城保健センター

11日㈭ 子持保健センター 10月29日㈮

25日㈭ 伊香保保健福祉センター 11月12日㈮
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介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
参
加
者
を
募
集

ま
ず
は
初
級
研
修
の
受
講
か
ら

初
級
・
中
級
研
修
す
べ
て
の
参
加
で

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
修
了
証
」を
交
付

　

市
で
は
、
介
護
予
防
の
必
要
性
や

効
果
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
て
、

地
域
で
の
見
守
り
な
ど
の
自
主
的
な

活
動
や
市
の
介
護
予
防
事
業
に
協
力

し
て
く
れ
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
初
級
研
修
】

と
き　

10
月
６
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

介
護
予
防
総
論
、認
知
症
予
防
、

筋
ト
レ
運
動
、
口
腔
機
能
向
上
、
栄

養
改
善
な
ど

参
加
資
格　

介
護
予
防
に
関
心
の
あ

る
人
で
、
本
研
修
終
了
後
に
中
級
研

修
を
受
講
し
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
し
て
、
地
域
で
の
見
守
り
な
ど

の
自
主
的
な
活
動
や
、
平
日
実
施
す

る
市
の
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
人

定
員　

80
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
高
齢
福
祉
課（
☎

㉒
２
１
１
６
）へ

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈭

【
中
級
研
修
】

と
き　

10
月
13
日
㈬
、
20
日
㈬
、
27

日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
計

３
回
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

運
動
機
能
、
口
腔
ケ
ア
の
理

解
と
実
践
、
栄
養
改
善
の
理
解
、
認

知
症
の
理
解
と
予
防
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
と
地
域
づ
く
り

参
加
資
格　

今
年
度
初
級
研
修
を
受

講
し
た
人

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

初
級
・
中
級
研
修
の
全
日

程
を
受
講
し
た
人
に
は
、「
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
修
了
証
」
を
交
付
し
ま

す申
込
方
法　

初
級
研
修
時
に
ご
案
内

し
ま
す

※
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
と
、
初
級
研

修
は
１
ポ
イ
ン
ト
、
中
級
研
修
は
初

回
の
み
１
ポ
イ
ン
ト
の
元
気
ポ
イ
ン

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
へ
。

介護予防に関心の介護予防に関心の
ある人は、ぜひ、ある人は、ぜひ、
参加してください参加してください



19

健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
地
区
医
師
会

精
神
科
医
師

う
つ
病
に
つ
い
て

渋川総合病院

☎22ｰ4111
診療受付時間のご案内／人間ドック　水・木曜日　午前（要予約）　
健康診断　月～金曜日　午前８時30分～11時30分

　

う
つ
病
は
、
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
あ

り
、誰
で
も
か
か
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
時
に
は
自
殺
を
決
行

し
て
し
ま
う
ほ
ど
症
状
が
深
刻
な
場
合

も
あ
る
た
め
、
簡
単
に
取
り
扱
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

●
う
つ
病
の
症
状（
う
つ
状
態
）は

　

う
つ
状
態
の
苦
し
み
は
、
健
康
な
人
に

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

う
つ
病
の
経
験
者
は「
こ
の
苦
し
み
は
、

だ
れ
に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
言

い
ま
す
。
そ
の
症
状
は
、
普
通
の
落
ち

込
み
と
は
違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

う
つ
状
態
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
か

ら
発
生
し
ま
す
が
、
発
熱
時
に
解
熱
剤

を
使
う
よ
う
に
、
抗
う
つ
薬
を
飲
ん
で

も
良
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

熱
が
下
が
っ
て
安
心
し
て
い
る
と
、熱

の
原
因
で
あ
る
肺
炎
に
気
付
か
ず
、手
遅

れ
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
と
同
様
に
注

意
が
必
要
で
す
。

●
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
ら

　

熱
が
あ
る
か
ら
風
邪
と
は
限
ら
な
い

の
と
同
様
に
、
う
つ
状
態
で
あ
る
か
ら

と
言
っ
て
、
う
つ
病
で
あ
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
う
つ
状
態
が
相
当
の
程
度
で

あ
り
、
一
定
の
期
間（
２
週
間
）以
上
続

い
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
症
状
が
脳
梗
塞

や
認
知
症
と
い
っ
た
脳
の
病
気
や
、
甲

状
腺
機
能
低
下
症
な
ど
の
体
の
病
気
の

た
め
で
は
な
い
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
や
降
圧
剤
な
ど
の
薬
の
影
響
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
初
め
て
、う
つ
病
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

　

う
つ
病
に
な
る
人
の
多
く
は
、
義
務

や
責
任
に
縛
ら
れ
緊
張
が
続
き
、
自
力

で
休
養
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

夜
も
眠
れ
ず
、
寝
付
い
て
も
す
ぐ
に
目

が
覚
め
た
り
、
横
に
な
っ
て
も
頭
の
中

は
忙
し
く
空
回
り
し
た
り
し
て
必
要
な

休
養
が
取
れ
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
薬

を
使
っ
て
脳
を
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●
う
つ
病
の
治
療
方
法
は

　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
は

「
良
質
の
休
養
」と
薬（
抗
う
つ
薬
）の
投

与
が
有
効
で
す
。
人
に
よ
っ
て
薬
の
効

き
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
ど

の
薬
が
よ
い
の
か
は
使
っ
て
み
な
け
れ

ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
抗
う
つ

薬
の
効
果
が
現
れ
る
に
は
、
２
週
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
に
よ
っ
て

は
、
悲
観
的
・
否
定
的
な
考
え
方
を
系

統
的
に
修
正
す
る
精
神
療
法（
認
知
療

法
）が
有
効
で
す
。ま
た
、抗
う
つ
薬
と
の

併
用
で
一
層
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
適
切
に
治
療
さ
れ
れ
ば

必
ず
良
く
な
る
病
気
で
す
。
回
復
を
信

じ
て
、
自
殺
に
つ
な
が
る
よ
う
な
危
険

な
行
動
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
れ
に
抗
う
つ
薬
に
よ
っ
て
衝
動
行
動

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

薬
は
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
慎
重
に
使

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

い

　400年以上の歴史がある石段街は、温泉情緒漂う伊香保のメーン

ストリートとして有名で、多くの観光客でにぎわいます。今年の春

に、伊香保温泉再生事業による石段延伸工事が終わり、計365段と

なりました。もともと石段は、温泉を源泉から宿へ、山の傾斜を利

用して効率よく配るために造られたもので、石段の両脇には、計画

的に温泉宿が配置されました。石段街は、温泉都市計画に基づいて

整備された日本で最初の観光地とされています。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　８月13日～15日に開催された「渋川山車まつり」。15日のま
ちなか曳

ひ

き廻
まわ

しでは、19台の山車が、新町五差路などで、曳き違いや並
走、２丁もみを披露。観客は、それぞれの山車に施された見事な彫刻や
お囃

は や し

子の演奏、曳き手による“もみ合い”の熱気を存分に楽しみました。

うぶごえ（７月生まれ)
男の子　27人
女の子　18人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80

平成22年９月１日発行　通巻109号　TEL 22-2111　FAX 24-6541
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/
印刷／朝日印刷工業株式会社

鈴ヶ岳フォトコンテスト優秀賞
【雨あがりの山】

撮影場所：赤城町深山地内
撮影日：平成21年10月９日
撮影者：石坂諭美さん(赤城町津久田)

郷土の魅力をひとめくり

石段街 耳を澄ませば 下駄の音

渋川かるた vol.５


